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サルES細胞樹立と再生医療研究への活用
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サ ル 一一■ ヒ ト - [三三三コ
コロニーの形態 偏平 ○ 偏平 × 立体的
核/細胞質比 大 ○ 大 ○ 大
ES細胞の培兼 細胞の増殖 ○ 単一細胞では不可 メ 単一細胞で可
細胞周期 約30時間 ○ 約30時間 × 約12時間
分化抑制 LlFの効果無 ○ LlFの効果無
ES細抱の特性 ALP活性(未分化は抱) + ○ + ○ +
SSEA-(k]栂Jt面 性カー ) ○ - × +
SSEA-4活性 × -
(稚わ*面マ-カー ) 十 ○ 十 ×
STRA-1-80活性(N5時I面マー カ-) -ト ○ + × -
細胞の分化.誘i1 ○ × LIFの除去
旺捕休作畢 ○ フィー クー細胞の除去 ○ フイ-ダ-細胞の除去
神経細婚 レチノイン酸35加 くつ (⊃ レチ/イン散添加
柴草芽細胞 トロピンを分泌 ○ トロピンを分泌 × 分化は希
血;7kr細胞 ストロー マ細胞との ○ ストロー マ細胞との () スト口-マ8l臆との
図-5 マウス､ヒト､サルのES細胞の比較(ヒトとの類似性)
腔の発生様相 ヒトに酷似 ○ - × ヒトとは全く異なる
歴性遺伝子発現 4細胞期肝 ○ 4-8細胞期姪 × 2細胞期肱
腔の子宮-の暮床 内部細胞塊側 く⊃ 内部細胞塊側 × 栄養外旺菓側
着床後の腔の形態 早斗 ○ 扇平 ヾ 円筒状
着床初期旺の旺体および腫休外租ik ヒトに酷似 ○ - 〉く ヒトとは全く異なる
子宮の形態 単子宮 0 革子富 × 王様子宮
妊娠期のホルモン分泌動態 ヒトに酷似 0 - 〉く ヒトとは全く異なる
妊娠胎仔(児)敷 単胎 Cl 単胎 × 多胎
着床時期 9､-11日 ○ 8､-13日 × 4日
月経の有無 有 ○ 育 × 無
抹卵周期 平均28日 ○ 平均28日 × 4､-5日






















図･7 実 験 の 場 に お け る ､ 長 験 動 物 と して の














図-8 医 学研 究 用 サ ル の 問 題 点 と解 決 法
方 式 繁 殖 統 御 国内.外の情勢効率 計画性 技術 発生工学的手法
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室内ケージ交配(1二1同居) (高)-中★ 乏しい 不要 不要 不十分 一般的
人工授精 中★ 乏しい 比較的容易 不要 可(spF個体) 故カ所で可
体外受精 中★ 育(可★) 難 必須 可 ･;tt㌍医大､
-旺移植 (spF個体) ･筑波王長頬セノタ一考
顕微授精 低★ 育(可★) 極難 必須 可 当センター のみ














































































































申子 採卵 方法 安水死
*k 多(30-70t当) 少(政-308)
卵 子 の井(NHlのk) ほぼ10% 0--90%
卵子の取L)扱い 容易 灘
事■手 rt+方法 安3*死 1thflJl汝 多 少
保存 その我L*採取 凍結(JtI)
耕子の触L)扱い 容易 ≠




T畑 休作叙 比較が】容易 一i々 &(可つ)
fl8t.●理的間JI 育(少) +t事ー


















環境 完成 完成 完成
飼育 飼育.管理方法 容易 粍(要技術) 容易
卵典周期と書命 堤 玩 長
繁殖.維持軽兼 安価 高価(数百倍) 高価(数百倍)
発坐工学帆辛汰 遇排卵処正 容易 也 容易
体外受捕､顕母損耗 容易 難 可能
除核.核移植 容易 種々難 可能
体外培I､旺移植 容易 極難 可能
Tg値体作成 容易 種々難 可能
可 稚 可能
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